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２）学会発表 

1．横山直史，中井真理子，橋本典也，今井弘一．各種市販義歯床用裏装材における細胞生存率の

測定．第 75 回日本歯科理工学会春期学術講演会 2020．4．18 誌上開催． 

2．中井真理子，横山直史，橋本典也，今井弘一．CAD/CAM 用レジンブロックとセラミックブロッ

クの細胞生存率への影響．第 75 回日本歯科理工学会春期学術講演会 2020．4．18 誌上開催． 

3．中井真理子，横山直史，橋本典也，今井弘一．2 種のナノカーボン材料の 3 次元培養における

細胞障害性．第 15 回ナノ・バイオメディカル学会大会 2020．11．5 Web 開催． 

4．中井真理子，横山直史，橋本典也，今井弘一．コラーゲンによる結合織由来細胞の 3 次元培養

上における上皮細胞の積層培養による細胞毒性レベルへの影響．日本動物実験代替法学会第 33

回大会 2020．11．12 Web 開催． 

5．橋本典也，岡村友玄，富永和也．プレミックスタイプの MTA 根管シーラーの生体適合性．第

18 回日本再生歯科医学会学術大会 2020．11．28 Web 開催． 

6．横山直史，中井真理子，橋本典也，今井弘一．2 次元培養と 3 次元培養における市販義歯床用

裏装材の細胞生存率について．第 18 回日本再生歯科医学会学術大会 2020．11．28 Web 開
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7．中井真理子，横山直史，橋本典也，今井弘一．CAD/CAM 用レジンブロックとセラミックブロッ

クの細胞障害性の比較．第 18 回日本再生歯科医学会学術大会 2020．11．28 Web 開催． 

8．白井 翼，橋本典也，今井弘一．Camphorquinone 暴露細胞への光照射の有無における細胞生存

率の比較．第 18 回日本再生歯科医学会学術大会 2020．11．28 Web 開催． 
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culture with collagen．Nano Biomed 2020；12(1)：27-32． 

3．Yokoyama T，Hashimoto Y，Imai K．Study of cell viability by six kinds of denture base lining 
materials and platinum nanocolloid-containing dentifrices using tissue model with collagen scaffold．
Nano Biomed 2020；12(1)：33-38． 

4．Honda Y，Huang A，Tanaka T*2，Han X，Gao B，Haitao L，Wang X，Zhao J，Hashimoto Y，

Yamamoto K，Matsumoto N，Baba S，Umeda M．Augmentation of bone regeneration by depletion 
of stress-induced senescent cells using catechin and senolytics．Int J Mol Sci 2020；21(12)：

doi：10．3390/ijms21124213（13pages)． 
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口腔衛生学講座 
（Department of Preventive and Community Dentistry） 

 

教育研究原著論文 

１）印刷公表 

1．加納慶太，河村佳穂里，土居貴士，小柳圭代，松井正格，福原隆久，神光一郎，片岡宏介，

三宅達郎．骨吸収抑制薬関連顎骨壊死の治療法と治療成績に関する検討．歯科医学 2020；

83(1)：1-7． 

2．上根昌子，河村佳穂里，加納慶太，松井正格，小柳圭代，土居貴士，片岡宏介，神光一郎，井

上直敏*1，大田謙司*2，三宅達郎．レセプト・特定健診情報を用いた就労者の医科,歯科の受診

割合と医療費に関する疫学研究．口腔衛生学会雑誌 2020；70(2)：94-102． 

 

２）学会発表 

1．土居貴士，河村佳穂里，神光一郎，松井正格，小柳圭代，福原隆久，片岡宏介，三宅達郎．早

期の歯の酸蝕症の診査方法の検討．第 69 回日本口腔衛生学会・総会 2020．4．24 誌上開催． 

2．加納慶太，河村佳穂里，三宅達郎．アセトアミノフェン静注液の先制投与が智歯抜歯後疼痛に

与える影響．第 69 回日本口腔衛生学会・総会 2020．4．24 誌上開催． 

3．福原隆久，土居貴士，三宅達郎．International Caries Detection and Assessment System（ICDAS）
による乳歯初期齲蝕の活動性評価と発生リスク判定に関する研究．第 566 回大阪歯科学会例会 

2020．6．13 枚方市． 

4．小柳圭代，片岡宏介，吉松英樹，三宅達郎．DNA ダブルアジュバント経鼻投与により唾液に誘

導されたヒト唾液タンパク由来ペプチド抗原特異的分泌型 IgA抗体は歯周病原菌のスタセリン

への結合を阻害する．第 63 回春季日本歯周病学会学術大会 2020．7．13 Web 開催． 

5．片岡宏介，小柳圭代，河村佳穂里，三宅達郎．歯学部学生に対する PBL 基盤型研究の実践とそ

の考察．第 39 回日本歯科医学教育学会総会および学術大会 2020．9．25 Web 開催． 

6．小林睦昌，河村佳穂里，土居貴士，三宅達郎．Geographic Information System を用いた日本の

歯科医療サービスへのアクセシビリティに関する基礎的研究．第 31 回近畿・中国・四国口腔

衛生学会総会 2020．10．11 誌上開催． 

7．李 前潁，小柳圭代，片岡宏介，吉松英樹，河村佳穂里，土居貴士，小野圭昭，三宅達郎．

Candida albicans に対するヒノキチオールの抗真菌作用．第 31 回近畿・中国・四国口腔衛生学

会総会 2020．10．11 誌上開催． 

総説 

1．Imai K，Hashimoto Y．Research targets of regenerative culture system．Nano Biomed 2020；

12(1)：39-42． 

2．Shirai T，Hashimoto Y，Imai K．Study of cytotoxicity level by combining nanomaterials and chemical 
substances dissolved in culture medium．Nano Biomed 2020；12(2)：120-124． 

 

著書 

1．今井弘一，橋本典也，本田義知．共著．臨床歯科医学に必要な情報科学 第 3 版．大阪：はん

わ企画 2020：1-66． 

 

 

  

  
＊ 鶴見大学 

＊2 京都工芸繊維大学 

＊3 近畿大学 

＊4 神奈川歯科大学短期大学 

＊5 松島歯科医院 
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